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１回目穂肥は生育診断、２回目穂肥は確実に施用

（１） １回目穂肥は生育診断をしてから施用 (出穂期18～15日前)

穂肥施用のめやす穂肥対応の
考え方

１回目穂肥時の稲姿
（出穂期18日前） 窒素施用量施用時期

1.0～1.5㎏ /10a出穂期18日前基準どおりの
時期・量を施用

生育めやす
草丈：72㎝ 葉色(SPAD)：35

1.0 ㎏/10a出穂期15日前遅めに施用めやすより草丈長く 葉色淡い

輪番、番水など、
地域の水管理体制
も再確認しよう！水深

1～2cm

浅く湛水する

【飽水管理の方法】

自然減水

かん水

足
跡

３～５日間隔
で繰り返す

〇 コシヒカリの出穂期は、平年より１日程度早まると予想されています。（平年出穂期8/4）
〇 出穂期まで１か月となっています。中干しを終了し、徐々に飽水管理に移行しましょう。

１ 中干しは終了し、飽水管理に移行

飽水管理とは…
水尻は止水し、自然落水で田面の水がなくなり、溝や足跡の底に水が残る程度になったらかん水する。

２ コシヒカリの穂肥対応の考え方

〇 １回目穂肥時期が早すぎると節間が伸長し倒伏が助長されます。また、もみ数過剰による
品質低下を防ぐため、稲姿に合わせた穂肥量としましょう。

表１ １回目穂肥時の稲姿と施用のめやす

(２) ２回目穂肥は必ず施用し、後期栄養を確保 (出穂期10日前)
〇 出穂期10日前に窒素成分で１～1.5kg/10aを施用しましょう。
〇 草丈が長く、１回目穂肥を施用できなかった場合でも、後期栄養確保のため、２回目

穂肥は必ず施用しましょう。(２回目穂肥は下位節間の伸長に影響しません）

（３） 出穂期後の高温が予想される場合は、３回目穂肥を施用

（４） 全量基肥一発体系の場合
〇 葉色が急激にさめ、出穂期の葉色（SPAD）が32～33を下回ると予想される場合は、

出穂期10日前に追加穂肥を施用しましょう。

2回目穂肥は必ず
施用し、高温登
熟に備えよう！

お問い合わせ先
ＪＡ魚沼北魚沼基幹営農センター
025-793-1770

魚沼農業普及指導センター
025-792-1309

【QRコードを読み取り稲作情報を確認しよう】

こまめな水分補給で、熱中症を予防しましょう。農作業事故に気を付けましょう。

JA魚沼 北魚沼地区
営農情報（LINE）
はこちら →

魚沼農業普及指導
センターHP稲作情報
はこちら →


